
社
団
法
人

・
神
奈
川
政
経

懇
話
会

（勝
治
信
理
事
長
）

は
十
八
日
、　
一
月
の
定
例
講

演
会
を
横
浜
駅
西
日
の
ホ
テ

ル
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

で
開
い
た
。
講
師
は
東
海
大

学
教
授
で
県
体
育
協
会
会

長
、
ロ
ス
五
輪
柔
道
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
山
下
泰
裕
氏
＝
写

真
。
「
夢

へ
の
挑
戦
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
、
「
勝
ち
負

け
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
の
で

は
な
く
、
柔
道
を
通
じ
た
人

づ
く
り
、
人
間
教
育
が
大
切

だ
。
い
じ
め
根
絶
、
教
育
の

荒
廃
解
消
に
向
け
て
ス
ポ
ー

ツ
界
が
手
を
携
え
て
取
り
組

み
た
い
」
と
述
べ
た
。
講
演

要
旨
は
次
の
通
り
。

一
、
小
学
生
時
代
は
暴
れ

ん
坊
で
、
見
か
ね
た
両
親
が

柔
道
を
習
わ
せ
た
。
中
学
と

東
海
大
学
時
代
に
二
人
の
恩

師
と
出
会
い
、
そ
の
生
き
方

に
感
銘
を
受
け
、
教
育
の
道

を
選
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
。

一
、
十
五
年
ほ
ど
前
、
東

海
大
柔
道
部
に
練
習
を
サ
ボ

る
学
生
が
い

て
、
私
は
突

き
放
し
て
い

た
。あ
る
日
、

東
海
大
学
病

励
ま
す
よ
う
に
な
り
、
彼
も

練
習
を
頑
張
り
続
け
た
。

一
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て

教
育
は
、
人
を
多
面
的
に
見

詰
め
、
そ
の
人
の
素
晴
ら
し

い
点
に
光
を
当
て
る
こ
と
だ

っ
た
際
、
柔
道
に
よ
っ
て
生

き
方
を
つ
か
ん
だ
プ
ー
チ
ン

氏
を
知

っ
た
。
プ
ー
チ
ン
氏

の
よ
う
に
、
外
国
人
柔
道
家

に
は
、
日
本
へ
の
興
味
、
関

心
の
高
い
人
が
多
い
。
柔
道

を
国
際
理
解
に
役
立
て
る
と

と
も
に
、
途
上
国
に
リ
サ
イ

ク
ル
柔
道
着
を
配
布
す
る
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
、
松
沢
知
事
に
請
わ
れ

て
昨
年
四
月
か
ら
県
体
育
協

会
長
に
就
任
。
神
奈
川
出
身

者
が
世
界
に
羽
ば
た
け
る
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
い
じ
め
を
さ
せ
な
い
風

土
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

育
成
な
ど
に
取
り
組
む
。
財

政
難
に
悩
む
県
体
協
に
、
皆

さ
ん
の
資
金
協
力
も
期
待
し

た
い
。

＝
講
演
の
詳
細
は
２
月
上

旬
号
の
情
報
誌

「政
経
か
な

が
わ
」
に
掲
載
の
予
定
。

仲ばす教育を
下 泰裕氏が講演酔

『
魃
鼈
顆
蒻
鰈
躙

三
氏
東
教

院
に
自
血
病

と
学
ん
だ
。
人
の
長
所
、
可

能
性
を
引
き
出
す
こ
と
こ
そ

の
小
学
生
が

教
育
で
は
な
い
か
。
自
血
病

入
院
、
柔
道

の
少
年
も
昨
年
秋
、結
婚
し
、

部
に
献
血
の
協
力
を
求
め
て

私
あ
て
の
手
紙
に

「皆
さ
ん

き
た
。
そ
の
時
、
問
題
の
学

に
助
け
て
も
ら

っ
た
こ
と
は

生
が
少
年
を
何
度
も
見
舞

一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
記
さ

い
、
励
ま
し
て
い
た
こ
と
が

れ
て
い
た
。

後
日
判
明
。
以
後
、
私
は
自

一
、
二
〇
〇
三
年
に
ロ
シ

分
の
不
明
を
恥
じ
て
学
生
を

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
会


